
 

 

   

  自ら考え、すすんで行動する子ども  

 ～ どんどんチャレンジ！やればできる ・ 思いやりとありがとうの心で ～ 

 

 

 

 
 

新緑がまぶしい季節となりました。新年度が始まっておよそ１

か月、保護者・地域の皆さまには、登下校の見守りなど子ども

たちの安全を守るためにお世話になり、ありがとうございます。 

心より感謝申しあげます。 

 子どもたちは、新しい学年・新しい学級にも少しずつ慣れてき

たようです。また、日々の生活の中で、上学年が下学年の子に

優しく接する姿や、友だち同士励まし合って学習活動に向かう

姿があちらこちらで見られ、たいへんうれしく感じています。  

これからも、子どもたちの優しさや思いやりを大切にし、草津

第二小学校の合言葉どおり「思いやりとありがとうの心」があふ

れる学校になるよう、教職員一同で力を合わせてまいります。  

一方で、大型連休の後は、子どもたちにも疲れが出てくる頃

だと心配もしています。ご家庭で何か気になる様子などがありましたら、遠慮なく学校にお知らせく

ださい。学校・保護者・地域が子どもたちを「共に育てる」ために連携を深め、ご協力いただきます

よう、どうぞよろしくお願いします。 

 
「ようこそ１年生集会」(4/28) ６年生を中心にみんなで歓迎の気持ちを伝えました  
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６年生から１年生へ  

手作りメダルのプレゼント 

３年生以上の代表委員が  

アーチで１年生を迎えました。  

草二小のマスコット「よもケロ」

「うさピョン」を紹介！  

２年生が育てたあさがおの種を

１年生に贈りました。  

 今年度の「ようこそ１年生集会」は、１年生と６年生が体育館に集まり、他の学年は教室でリモー

ト中継を見る形式です。２年生はあさがおの種を、３年生から５年生は歓迎の歌やクイズなどの動

画を、６年生は手作りメダルをプレゼント。６年生は会の準備や進行の他にペアの１年生を体育館

にエスコートしました。３年生以上の代表委員は、アーチ係や１年生インタビューを行うなど、それぞ

れの役割を果たそうと生き生き活動する姿が見られました。  

短い時間ではありましたが、２年生以上のみんなが「１年生の喜ぶ姿を見て自分もうれしくなる」

素敵な時間を共有できたと思います。あらためて、このような教育活動が思いやりの心や人とのつ

ながりを大切に思う気持ちを育てるのだと感じ、これからも継続していきたいと思いました。  

 

 

 

 

 



 
  

 

 

今年度の広島方面への修学旅行は、年度当初に１０月２６日（木）～２７日（金）とお知らせし

ていましたが、１２月４日（月）～５日（火）に変更します。 

  当初、瀬戸内海の島での宿泊を計画していましたが、急病時の医療体制を鑑みて広島市内で

の宿泊に変更することとしたため、宿の予約状況によりやむを得ず１２月となりました。  

  日程ならびに宿泊地が変更となったことについて深くお詫びいたします。引き続き、児童の安全

を第一に考えた修学旅行実施に努めますので、ご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。  

  なお、旅行日程の詳細は、６年生保護者の皆様に後日お知らせします。  

 

＜日程の変更について（お知らせとお詫び）＞  

  

 

 

 

本校では、「読み解く力を発揮し、主体的に学ぶ子の育成」をめざして、効果的なＩＣＴ機器の

活用を研究しています。今年度は、学習アプリも新しくなったことから、これまで以上に子どもたち

が主体的に一人一台タブレットを活用できるように、個人用のタブレットペン（２５０円程度）とマ

イク付きイヤホン（３００円程度）の購入を計画しております。  

年度当初は、全児童分を各学年の教材費で購入しますが、万一、破損・紛失した場合には、各

ご家庭で再購入をお願いすることになりますので、ご理解いただきますようお願いします。  

＜タブレットペンとマイク付きイヤホンの 

購入について＞  

   

 

 

大型連休が終わると、新生活の緊張がゆるみ、疲れが出やすい時期になります。お子さんが、わ

けもなくイライラしたり、プンプンと怒ったりしている。あるいは、トゲのある言葉を口にするといった

様子が気になったら・・・。それは、疲れのサイン、つまりＳＯＳを出しているのかもしれません。 

この時期から６月にかけてはみんなの疲れがピークに達する頃で、一般的に学校でもトラブルや

いじめが発生しやすいと言われています。「間違ったことをしてほしくない」ときちんと叱るのはとて

も大事なことです。もちろん、いじめは許されません。学校でも、関わった子どもたちの話をしっかり

聞いて、指導していきます。 

ただ、少し視点を変えて、イライラ・プンプン・トゲトゲした態度をゆるめるような言葉がけも大事

です。「何かあった？困ってることある？」、「今、十分がんばってるよ」、「いつでもあなたの味方や

で」と、ゆっくり話す機会を作ったり、トランプなどのゲームで楽しんだり、散歩をしたり・・・・。ゆっ

たりした時間を一緒に過ごして、疲れやすい時期を乗り切っていきたいものです。 

子どもたちのイライラ・プンプン・トゲトゲ 

それは、疲れのサインかも・・・・！？  


